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黒田　美保

1. 授業の概要（ねらい）
福祉心理学は、公認心理師試験の必須科目であると同時に、福祉現場において求められる心理支援を行うために必要不
可欠な科目である。福祉分野における心理専門職となるためには、専門的な知識と実践能力を養うことが求められてい
る。本講義では、現在の福祉制度の概要とその歴史を学ぶと同時に、多様な福祉支援における心理職の役割、多職種連
携について学ぶ。それを踏まえて、支援の事例を通して、福祉臨床における心理専門職としての実践スキルを身につけるこ
とをねらいとする。

2. 授業の到達目標
実践発達領域の知識を習得し、特に福祉に関わる心理学の法則や理論を説明できるようになる。また、多様な福祉現場に
おける課題についてを理解し、実社会におけるこころの問題を解決するために、様々な分野・立場の人と協働することがで
きるようになる。福祉現場において重要な多職種連携について理解し、その中で心理専門職として働く力をつけることを通
して、グループで協力して、心理学的課題に取り組むことができるようになることを到達目標とする。

3. 成績評価の方法および基準
授業内で実施する課題（小テスト）の成績、授業への参加態度（70％）と、まとめテスト（30％）の成績で総合的に評価する
　

4. 教科書・参考文献
教科書
　中島健一（編）　福祉心理学 (公認心理師の基礎と実践 第17巻) 　遠見書房
参考文献
　独立行政法人国立特別支援教育綜合研究所/世界保健機構（編）　ICF（国際生活分類）活用の試み
　ジアース教育新社

5. 準備学修の内容
予習としては、シラバスに沿って該当の章を読み自分なりの意見をまとめてくること、および、授業内で準備のための課題を
出すので、それをやってくることである。

6. その他履修上の注意事項
授業内の課題にはLMSを使う予定である。その場合は、スマホまたはWifi対応のノートPCなどを持参することになるの
で、第１回目の授業時に指示する。可能であれば、ディスカッションの場を適宜設けて、福祉現場の課題について自ら考え
るように進めていくので、積極的な参加が求められる。また、後半の回（13回目を予定）で、福祉臨床で働く心理士をゲスト
スピーカーとして招聘し、情報交換のできるインタラクティブな講演をお願いする予定である（予定であり、できない場合も
ある）。
※ 2018年度以降の入学生には、公認心理師受験資格に必要な科目です。
　2017年度以前の入学生は、心理学科のホームページを参照してください。

7. 授業内容
【第１回】 福祉心理学の概要：社会福祉の展開と心理支援
【第２回】 生活を支える心理支援と福祉制度の中での心理職
【第３回】 暴力被害者への心理支援の必要性
【第４回】 高齢者の現状と課題、それへの心理支援の必要性
【第５回】 障害・疾病のある人への福祉支援と心理支援の必要性 
【第６回】 生活困窮・貧困者への心理支援の必要性
【第７回】 児童虐待の現状と心理支援の実際
【第８回】 子どもと親への心理支援の実際
【第９回】 認知症高齢者への心理支援の実際
【第10回】 ひきこもり者や自殺予防のための心理支援の実際
【第11回】 精神障害者への心理支援の実際
【第12回】 福祉対象者の家族や福祉施設の職員への心理支援
【第13回】 福祉・介護分野での多職種連携と心理職の果たす役割
【第14回】 オンライン：テストとまとめ（オンデマンド形式）
【第15回】 全体のまとめと福祉心理学の未来


